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消波
根固

日本消波根固ブロック協会 古紙配合率１００％再生紙を使用しています
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テトラネオの特長

テトラネオの形状・寸法

脚先端に設けた突起形状により、良好なかみ合わせが得られます。
また、突起は河床の凹凸にかみ合いやすいため、流れに対してより高い安定性を発揮します。 

脚付け根部分の断面を大きくとり、高い構造強度を確保しました。     

使用するコンクリートの量を低減し、施工費の低廉化を実現しました。    

突起を持ったブロックの組合せにより形成される様々な空間が、
流れの緩和や土砂の堆積と相まって、多様な河川生物の生息環境を創出します。

●所要質量算定に用いる水理特性値につきましては、お問い合わせください。 ●２層積みの配列個数は、下層３個並び、上層２個並びの場合、『3－2』と表記します。
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質量＝2.3（コンクリートの密度）×体積
重量＝9.80665×質量●形状寸法図

●テトラネオは、ＮＥＴＩＳ（新技術情報提供システム）に登録しています。
ＮＥＴＩＳ登録番号：ＫＴＫ‐100005‐Ａ
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環境への寄与
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●所要個数の算定

乱積みにおける所要個数の算定には次式を用います。

ここに N
V

p

：所要個数（個）
：被覆する容積（ｍ3）
：ブロック１個の体積（ｍ3）
：空隙率（60％）

ν

V(1  p)
=

νN

●乱積み工法諸元

●乱積み工法
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天端幅寸法　B
5個並び

単位：m

※H：テトラネオ１個の高さ（h）以上の任意の高さ
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●水平積み工法
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